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指定管理者の管理運営に対する評価シート 

 

所管課 保健福祉局障害福祉部障害者支援課 

評価対象期間 令和３年４月１日～令和３年３月３１日 

１ 指定概要 
 

施設概要 

名  称 北九州市立浅野工芸舎 
施設類型 目的・機能 

Ⅰ ― ⑦ 

所 在 地 北九州市小倉北区浅野二丁目１６番３８号 

設置目的 

利用者の作業支援、生活支援、健康管理その他の支援を行うこと

により障害者の生活及び福祉の向上に資することを目的としてい

る。 

利用料金制 

非利用料金制 ・ 一部利用料金制 ・ 完全利用料金制 

インセンティブ制 有・無 ペナルティ制  有・無 

指定管理者 

名  称 社会福祉法人北九州市手をつなぐ育成会 

所 在 地 北九州市戸畑区沖台二丁目４番８号 育成会会館３階 

指定管理業務の内容 

 

 

 

 

 

障害福祉サービス事業所（就労継続支援（Ｂ型））の管理運営 

 

 

 

 

 

 

 

指定期間 平成２８年４月１日～令和３年３月３１日 

所見評価 

様式２ 
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２ 評価結果 
 

評価項目及び評価のポイント 

１ 施設の設置目的の達成（有効性の向上）に関する取組み 

 （１）施設の設置目的の達成 
  ① 計画に則って施設の管理運営（指定管理業務）が適切に行われたか。また、施設

を最大限活用して、施設の設置目的に沿った成果を得られているか（目標を達成で

きたか）。 
  ② 施設の設置目的に応じた効果的な営業・広報活動がなされ、その効果があったか。 
  ③ 利用者のサービス提供計画に基づき、適切に福祉サービスが実施されているか。 
 ［所 見］ 

【利用率】                                単位：％ 

年 度 H27 年度

（更新前） 
H28 年度  Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 R１年度 Ｒ２年度 

目標値 125  100 100 140 135 141 
実績 140,5 145.3 139.7 130.2 141.6 140.9 

※利用率算出方法：延べ利用者数÷（定員×開所日数） 

①・特別支援学校等の関係機関との連携強化や「お試し体験事業」等により、年間利用

率は、施設外就労利用者を含め１４０．９％となっている。 

【月平均工賃額】                             単位：円 

年度 H27 年度 

（更新前） 
H28 年度 Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 R１年度 Ｒ２年度 

目標値 13,000 17,146 17,752 25,000 32,000 30,000 
実績 20,198 21,751 27,484 31,415 31,328 28,670 

・企業からの委託により、シール貼りや、のり養殖用キットの組み立てなどの生産活動

や施設外就労先への参加日数を増やすとともに、参加利用者の増加と企業との単価ア

ップの交渉、作業工程の見直し等に努め、月平均工賃実績２８，６７０円となってい

る。（目標３０，０００円） 

②・広報紙を年３回（約１３０部／回）発行するほか、ホームページの更新を月約５回、

行うなどの広報活動を実施している。  

③・事業計画に沿った適切な管理運営が行われており、各サービスにおいて、個別支援

計画等に基づき、利用者の障害特性や個別のニーズにあったサービス提供に努めてい

る。 

 （２）利用者の満足度 

  ① 利用者アンケート等の結果、施設利用者の満足が得られていると言えるか。 
  ② 利用者の意見を把握し、それらを反映させる取組みがなされたか。 
  ③ 利用者からの苦情に対する対応が十分に行われたか。 
  ④ 利用者への情報提供が十分になされたか。 
  ⑤ 利用者の生活の質の向上を目的としたボランティア等の活用が行われており、そ
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の効果があったか。 
  ⑥ その他サービスの質を維持・向上するための具体的な取組みがなされ、その効果

があったか。 
 ［所 見］ 

施設の総合評価 

【満足度】                                  単位：％ 

年 度 
H27 年度 

（更新前） 
H28 年度 H29 年度 Ｈ30 年度 R１年度 Ｒ２年度 

実 績 85 90 85 82 82 90 
①・アンケートの結果、施設の各サービスの「良い」、「まあまあ良い」を合わせた評価

は、９０％となっている。 

③・法人として苦情解決制度を設けているが、利用者からの苦情に対して迅速かつより

適切に対応していくため、新たに法人外部の精神保健福祉士等から構成される第三

者委員会と苦情解決責任者、苦情受付責任者、苦情解決委員会が連携して、これま

で以上に、早期解決が図れるよう努めている。また、施設としても利用者からの出

された意見や苦情等に対して適切に対応している。 

④・利用者へのサービス内容や行事説明に、視覚的な工夫を取り入れるなど、利用者個々

の状態や家族等に配慮した情報提供等の取り組みに努めている。 

⑥・令和２年度は、新型コロナウイルス感染症予防のためレクリエーション、宿泊旅行

等の外出活動などを実施できなかったが、感染予防を徹底の上、クラブ活動と地域

の清掃活動を継続し、利用者の日々の生活の充実や生きがいづくりにも努めた。 

・個別面談を年２回実施し、家庭環境に関する情報、事業所に対する要望を受け入れ

られるように努め、さらに相談支援機能を充実させ、緊急時を含め随時、利用者及

び家族より相談を受け、適切な対応を行っている。 

・例年、毎月１回開催している家族会は新型コロナウイルス感染症予防のため年８回

に縮小した。家族会では、施設運用に関する情報提供や情報交換、新たな制度等の

情報提供を行うなど、家族支援にも取り組んでいる。 
 

２ 効率性の向上等に関する取組み 

 （１）経費の低減等 
  ① 施設の管理運営（指定管理業務）に関し、経費を効率的に低減するための十分な

取り組みがなされ、その効果があったか。 
  ② 清掃、警備、設備の保守点検などの業務について指定管理者から再委託が行われ

た場合、それらが適切な水準で行われ、経費が最小限となるよう工夫がなされたか。 
  ③ 経費の効果的・効率的な執行がなされたか。 
 ［所 見］ 

【光熱水費】                              単位：千円 
年 度 H27 年度

（更新前） 
H28 年度 Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 R１年度 Ｒ２年度 

予 算 914 934 872 893 857 786 
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決 算 918 926 935 868 754 775 
①・使用する設備や備品について定期点検や清掃を行い、また、水道や電気スイッチ等

に啓発文を掲示するなど、節電・節水に向けた取り組みに努めている。 
②・給食調理業務の委託については、法人が一括契約することで経費の削減に努めてい

る。 
 （２）収入の増加 
  ① 収入を増加するための具体的な取り組みがなされ、その効果があったか。 
 ［所 見］ 

・提供するサービスは法定であり、報酬単価も国基準であるため、収入増加の工夫はで

きない。 
３ 公の施設に相応しい適正な管理運営に関する取組み 

 （１）施設の管理運営（指定管理業務）の実施状況 

  ① 施設の管理運営（指定管理業務）にあたる人員の配置が合理的であったか。 
  ② 職員の資質・能力向上を図る取り組みがなされたか（管理コストの水準、研修内

容など）。 
  ③ 地域や関係団体等との連携や協働が図られたか。 
  ④ モニタリングの結果、施設の維持管理が適切に行われているか。 
 ［所 見］ 

①・施設内において管理運営にあたる人員は適正に配置されており、施設の維持管理は

適切に行われている。 

②・職員の業務習得及び能力開発に関し、目標管理に基づいた育成を計画的に行ってお

り、相談支援や就労支援に関する外部研修を職員に積極的に受講させるとともに、

法人としても独自の研修を行い、職員の資質向上を図っている。 

③・地域に開かれた事業所となるよう、毎年地域交流を積極的に行っているが、令和２

年度は新型コロナウイルス感染症流行のため、地域の行事等が中止になったことか

ら交流ができなかった。唯一開催された、小倉中央校区内の清掃活動には継続して

参加し、地域との協働でボランティア活動を実施した。 

・東筑紫短期大学の学生を３名延３０日間の実習を受入れるなど、地域の人材育成に

貢献している。 
 （２） 平等利用、安全対策、危機管理体制など 
  ① 施設の利用者の個人情報を保護するための対策が適切に実施されているか。 
  ② 施設の利用者に対する人権が尊重され、また、身体拘束及び虐待等の防止策が適

切に実施されているか。 
  ③ 利用者が限定される施設の場合、利用者の選定が公平で適切に行われていたか。 
  ④ 施設の管理運営（指定管理業務）に係る収支の内容に不適切な点はないか。 
  ⑤ 日常の事故防止などの安全対策が適切に実施されていたか。 
  ⑥ 防犯、防災対策などの危機管理体制が適切であったか。 
  ⑦ 衛生管理及び感染症防止への対応が適切であったか。 
  ⑧ 事故発生時や非常災害時の対応などが適切であったか。 
 ［所 見］ 



 5

①⑤⑦・利用者の個人情報保護、衛生管理及び事故防止等について、マニュアルを整備

し、適切な運営に努めている。 
②・人権、虐待防止に関する研修や建物設備点検を利用者視点で行うなど、施設の適切

な管理運営に努めている。 
・利用者一人ひとりに向き合うことにより、利用者個人を知ること、尊重することを

心掛け、カンファレンス等で利用者について職員の共通理解を図るなど、適切な支

援に向けた取組みが行われている。 
⑤・毎夕方の職員終礼時や毎月の職員会議でヒヤリハットの有無を確認し、速やかな対

処とリスクマネジメント会議を開催して職員間の情報共有を図るなど、事故に対す

る意識向上に取り組んでいる。 
⑥・避難訓練や通報訓練、消火器訓練等の実施、防災情報の収集など、救急救命に対す

る職員の技術及び意識向上に取り組んでいる。 
・不審者対応について防犯マニュアルを作成し、玄関での来所者名簿の記入、「来所者」

の名札着用の徹底や作業室から玄関が見えるようガラス面の掲示物を排除するなど

具体的な対策を図り防犯に努めている。 
⑦・感染症対策として、手洗い・うがいの励行や、ドアノブの消毒等の施設内の感染予

防の徹底、利用者等への注意喚起を行った。令和２年度は、新型コロナウイルス感

染症予防のため、日々の消毒をタイムスケジュールを組み徹底する等、感染症予防

に努めた。 
 

【総合評価】 

［評価の理由］ 

・事業計画に沿って施設の運営管理が適切に行われており、利用率も１４０．９％と高く

なっている。 
・利用者の障害特性やニーズにあったサービス提供に努めており、施設外就労先への参加

日数を増やすとともに、参加利用者の増加と企業との単価アップの交渉、作業工程の見

直し等に努めている。 
・地域との協働活動として、数多くのボランティア活動に参加するなど、地域との交流を

積極的に行っている。 
・不審者対応として防犯マニュアルを作成しており、防犯意識の向上に努めている。 

・新型コロナウイルス感染症の対応にあたっては、感染拡大防止ガイドラインに沿った適

切な感染対策を講じ、利用者、職員の安全確保に努めた。例年の活動が大きく制限され

る中、感染症予防を徹底した上で、利用者に寄り添った質の高いサービスの提供を継続

した。 

[今後の対応] 

現状に引き続き、施設の管理運営の適切な実施を期待する。 
 


